
太陽光発電機

◆独立型ソーラーシステム e-sora

使用例
消費電力100ｗ/ｈの機器を
1日8時間程度使用可能
※バッテリーは満充電　日/6時間程度の発電を条件とします。

 機　械　コ　ー　ド 09010

 太　陽　パ　ネ　ル 185W　DC24V

 バ　ッ　テ　リ　ー DC24V　80AH/20HR

 充電コントローラー  　定格電力DC24V　定格電流45A

 DC/ACインバーター 最大出力350W　AC100V

 補助充電器（AC入力） 入力AC100V　出力DC24V15A

  材 質 ステンレス製（SUS304）

 重 量 約160㎏

 高さ　（H） 1,772

 幅 （W） 586

 高さ　（H） 1,323

 幅 （W） 586

 高さ　（H） 1,597

 幅 （W） 1,204

 高さ　（H） 1,314

 幅 （W） 841

 高さ　（H） 1,060

 幅 （W） 1,657

 高さ　（H） 1,060

 幅 （W） 858

90°縦置設置

90°横置設置

45°縦置設置

45°横置設置

 0° 縦置設置

 0° 横置設置
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関連資料
発電機の法的分類

■１.本機の接地

1. 漏電リレー用接地端子の接地
接地用ケーブルの太さは、５．５㎟以上としてください。
通常は付属のアース棒を使用できますが、接地条件により接地抵抗１００Ω以下が
満足できない場合は、接地表面積の大きなアース棒を準備してください。
電気設備技術基準によるところのＤ種接地工事（第３種接地工事）で、接地抵抗
が１００Ω以下になる様に接地してください。

2. 外箱接地端子の接地
設置用ケーブルの太さは、電気設備技術基準により発電機容量にみあった太さを
選定してください。
下記接地抵抗を満足できるアース棒を準備してください。
電気設備技術基準によるところのＤ種接地工事（第３種接地工事）で、接地抵抗
が１００Ω以下になる様に接地してください。
（ただし、使用電圧が３００Ｖをこえる場合はＣ種接地工事（特別第３種接地工事）
で、接地抵抗が１００Ω以下になる様に接地してください。）

発電機アース接地に関する資料

出力端子板の漏電リレー用接地端子と外箱接地端子を下記により接地してください。

発電機アース接地の際は、漏電保護装置を確実に働かせるために、次の接地工事を必ず実施してください。

発電機の法的分類の分けられ形

接地用ケーブル

外箱接地端子

漏電リレー用
接地端子

電気工作物

事務用電気工作物
10ｋＷ以上の発電機

家庭用電気工作物

常用自家発電設備
非常用予備発電装置

一般用電気工作物
10ｋＷ未満の発電機

電気事業の用に共する
電気工作物

電力会社等の発電所

移動用電気工作物
移動用発電設備

電気用品
3KVA以下の
携帯発電機

48 詳しくは、http://www.hsk-rental.co.jp/をご覧ください。


